
さいたま市はるの園 さいたま市さくら草学園 さいたま市杉の子園

①所在地
見沼区春野２丁目３番５号

①所在地
浦和区領家１丁目５番１６号

①所在地
中央区大戸２丁目７番１７号

③施設の概要
開設時期
　平成２３年４月
敷地面積
　８８２．３８㎡
延床面積
　７９９.３５㎡
構造
　鉄筋コンクリート造
　２階建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、事務室、相
談室、調理室等

事業内容
　児童発達支援センターとしての下記の
業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

③施設の概要
開設時期
　昭和４８年４月
敷地面積
　１，１７７．５４㎡
延床面積
　３４５.７０㎡
構造
　鉄筋コンクリート壁式構造
　平屋建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、
　事務室、相談室、調理室等
事業内容
　児童発達支援センターとしての下記の
業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

③施設の概要
開設時期
　昭和５４年７月
敷地面積
　９６１．６６㎡
延床面積
　４６６．３０㎡
構造
　木造 ２階建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、
　事務室、相談室等
事業内容
　児童発達支援事業所としての下記の
業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

さいたま市はるの園 さいたま市さくら草学園 さいたま市杉の子園

①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・利用者数 ６，８８６人
　（前年度６,１５６人）
　・稼働率９７.３％（前年度８６.９％）

◇業務実施状況
開園日日数：２３６日
２～５才児の療育指導、遠足、運動会、
健康診断、施設開放　等

①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・利用者数 ５，３４４人
　（前年度５，２６２人）
　・稼働率７４．８％（前年度７１．０％）

◇業務実施状況
開園日日数：２３８日
２～５才児の療育指導、遠足、運動会、
健康診断、施設開放　等

①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・利用者数 ５，０００人
　（前年度５，３３３人）
　・稼働率７０．３％（前年度７５．３％）

◇業務実施状況
開園日日数：２３７日
２～５才児の療育指導、遠足、運動会、
健康診断、施設開放　等

保育所等訪問支援
◇利用状況
　・契約者数１８人
　　（前年度１３人）
　・延べ利用人数２８件
　　（前年度２６件）
◇業務実施状況
 ・保育園、幼稚園への訪問による支援

保育所等訪問支援
◇利用状況
　・契約者数２０人
　　（前年度２３人）
　・延べ利用人数４５件
　　（前年度５８件）
◇業務実績状況
　・保育園、幼稚園への訪問による支援

保育所等訪問支援
◇利用状況
　・契約者数２１人
　　（前年度２７人）
　・延べ利用人数５１件
　　（前年度４９件）
◇業務実績状況
　・保育園、幼稚園への訪問による支援

１　管理運営の状況等

②施設の設置目的
　児童福祉法第４３条に規定する児童発達支援センター（はるの園、さくら草学園）、同法第６条の２の２第１項に規定する
障害児通所支援を行う施設（杉の子園）として障害児の支援及び相談支援（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に
支援するための法律第５条第１８に規定する相談支援をいう。）並びに障害児相談支援（児童福祉法第６条の２の２第７項
に規定する障害児相談支援をいう。）を行う。

（2）施設概要

（1）施設名

社会福祉法人　さいたま市社会福祉事業団

令和6年度指定管理者評価シート

（3）指定管理者

①指定期間
令和２年４月１日～令和７年３月３１日
②指定管理料（直近3か年）
令和４年度（３施設） １０７，９７６千円
令和５年度（３施設） １０７，９７６千円
令和６年度（３施設） １０７，９７６千円

（4）指定期間、指定管理料

（5）施設の管理運営の内容



相談支援
◇利用状況
　・契約者数１７０人
　　（前年度１６０人）
◇業務実施状況
　一般相談及び計画の作成
　・障害児支援２２７件
　・継続障害児支援２９４件
　・サービス利用支援０件
　・継続サービス利用支援０件

相談支援
◇利用状況
　・契約者数１３４人
　　（前年度１３６人）
◇業務実績状況
　一般相談及び計画の作成
　・障害児支援、１５５件
　・継続障害児支援１４９件
　・サービス利用支援０件
　・継続サービス利用支援０件

相談支援
◇利用状況
　・契約者数１５８人
　　（前年度１８３人）
◇業務実績状況
　一般相談及び計画の作成
　・障害児支援１４９件
　・継続障害児支援１４４件
　・サービス利用支援３２件
　・継続サービス利用支援４９件

②維持管理業務の状況
　・定期清掃業務
　・警備業務
　・消防設備保守点検業務
　・昇降機設備点検業務
　・園内殺虫消毒業務　等

②維持管理業務の状況
　・定期清掃業務
　・警備業務
　・消防設備保守点検業務
　・園内殺虫消毒業務　等

②維持管理業務の状況
　・定期清掃業務
　・警備業務
　・消防設備保守点検業務
　・園内殺虫消毒業務　等

③その他の業務
なし

③その他の業務
なし

③その他の業務
なし

①収入
・障害福祉サービス等
　事業収入１２４，８５２千円
　（前年度１０８，２６５千円）
・指定管理料３４，５８３千円
　（前年度３４，５８３千円）
・その他２，０５３千円
　（前年度２，０３８千円）
・人件費積立資産取崩収入２，３００千円
（前年度１１，５６０千円）

①収入
・障害福祉サービス等
　事業収入９０，５６９千円
　（前年度８１，５２０千円）
・指定管理料２２，１５１千円
　（前年度２２，１５１千円）
・その他１，８０１千円
　（前年度１，７７２千円）
・前期末支払資金残高取崩１２，８４０千円
（前年度７，５７３千円）

①収入
・障害福祉サービス等
　事業収入５１，９７１千円
　（前年度５２，５３５千円）
・指定管理料５１，２４２千円
　（前年度５１，２４２千円）
・その他６７千円
　（前年度２１４千円）

②支出
・人件費１１２，８７８千円
　（前年度１０７，５７２千円）
・事務費２，４２１千円
　（前年度２，７８９千円）
・施設管理費１５，８３０千円
　（前年度１５，６８４千円）
・事業費２，７８３千円
　（前年度２，６１３千円）
・繰入金支出２３，９６６千円
　（前年度２３，９６６千円）
・その他２，２２６千円
　（前年度２，４１４千円）

②支出
・人件費９５，０８３千円
　（前年度８１，８１３千円）
・事務費　２，２８１千円
　（前年度２，０８４千円）
・施設管理費１３，０２９千円
　（前年度１２，７９６千円）
・事業費１，５９１千円
　（前年度１，５７０千円）
・繰入金支出１３，０１５千円
　（前年度１３，０１５千円）
・その他２，３６０千円
　（前年度１，７３８千円）

②支出
・人件費８５，６８１千円
　（前年度７８，７４５千円）
・事務費２，５１０千円
　（前年度２，７８８千円）
・施設管理費２，４２９千円
　（前年度２，２６１千円）
・事業費６０９千円
　（前年度８９７千円）
・繰入金支出８，７５６千円
　（前年度８，７５６千円）
・その他５５７千円
　（前年度５８５千円）
・本部追加繰入金１,６１５千円
　（前年度７，９０１千円）

・保護者からの要望があった「先輩保護
者のお話会」、交流保育、「きょうだい参
加日」を初めて実施した。どれも好評
だったため、今後も継続していく。
・行事については、コロナ禍前と同様に
実施した。

・保育所との交流の機会の要望があっ
たため、近隣の４つの公立保育所との
集団・個別での交流保育を実施し、子供
同士が触れ合う機会を設けた。

・兄弟への支援がないとの意見があっ
たが、夏休み期間中に兄弟の方が保育
に参加できる日を設け、１名の参加が
あった。７年度もきょうだいが参加できる
プログラムを実施予定である。

（6）収支状況

（8）その他

（7）利用者アンケート等による
　　市民からの意見・要望等へ
　　の対応



（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

（1）指定管理者による評価

（2）さいたま市の評価（評価担当課：子ども未来局総合療育センターひまわり学園総務課）

（3）来年度の管理運営に対する指導事項等

法人内の施設や専門職との連
携、地域との連携、関係機関と
の連携等による質の高い支援
を行います。

マニュアルを整備し、職員教育
を徹底します。

法人内の療育施設間で連携を図り、報酬改定についての情報共有を行ったり、個別支援計画の作成や支援プログラムの
公表に向けて内容の精査に努めた。また、さいたま市内の療育関係施設での会議に参加し、市内の療育体制についての
情報交換を行った。

感染症マニュアルや危機管理マニュアル及びBCPの園内研修を実施し、職員全員に周知徹底を図った。備蓄品について
も期限の確認や入れ替えを行った。

活動や行事をコロナ禍以前と同様に実施したこと、また新たな行事も実施したことで支援の充実を図った。関係機関との連携を通して地域のニーズを把握
し、SNSを活用した情報発信にも努めたことで、利用人数の増加につなげることができた。
児童発達支援事業においては、保護者懇談会や親子日等で直接保護者のニーズを聞き取り、支援に生かせるようその都度ケース会議や職員会議等で職
員の共通意識を図った。また、法人内の療育施設で連携を図り、個別支援計画や支援プログラムの公表に向けて内容を精査し、実施することができた。
保育所等訪問支援においては、法人内の療育施設全体で言語聴覚士による研修会を実施し、訪問支援員が自身の支援内容を振り返ることで、支援の内
容を深めることができた。
相談支援事業においては、積極的に事業所の見学等を行い、事業所と情報交換を行うことで地域連携につなげた。また、各区の地域協議会等に参加し、
地域で課題となっていることや情報を共有することで、利用者のニーズに沿った支援の提供に努めた。

【市民サービスの向上、利用促進】
　面談、懇談会、利用者アンケート、保護者勉強会等より利用者の意見を反映させている。また、総合療育センターひまわり学園、療育センターさくら草、療
育センターひなぎく、各区保健センター及び支援課、他の児童発達支援事業所、幼稚園、保育所、こども園等との連携により療育を必要とする児童の把握
に努め、利用につなげる等、より効果的なサービスの提供に努めている。併せて、関係機関との連携し、地域支援の実施に努めている。
＜児童発達支援事業＞
　・児童発達支援施設で事例検討会を行うことで、知識を深め、具体的な支援にも繋げている。
　・ひまわり学園、療育センターひなぎく、その他関係機関と連携を図ることやクラスを新設することにより稼働率の向上に努めている。
＜保育所等訪問支援事業＞
　・目標値よりも上回る件数を実施している。
　・訪問経験のない職員が経験値の高い職員の保育所等訪問支援に同行する機会を年２回以上行っている。
＜相談支援事業＞
　・教育相談センターや学校などの他機関との情報の共有・交換を行っている。
　・事例検討会と勉強会を実施することで様々な視点からの気づきやケースの課題や今後の支援の方向性の習得をしている。
【経費の削減】
　計画的な予算執行に努め、予算と決算において、98％以上の執行率となっており、大きな乖離がない。歳入では障害サービス等事業収入が増額し、歳
出では人件費が上がっている一方で事業費、事務費の削減を行っている。
【適正な管理運営の確保】
　管理運営体制としては、衛生管理や防犯・防災・事故の防止についてマニュアルを作成するだけでなく、その他、点検、訓練、研修等を実施し、適切な運
営に努めている。

　引き続き適正な管理運営と地域や関係機関との連携を強化し、市民サービスや地域の療育力の向上に努めること。また、さくら草学園の開所に向けて、
移転等について適切に準備を行うこと。

３　評価

関係機関と連携し、地域や保
護者のニーズを把握し、新規
利用児を獲得します。

３園ともに近隣の保健センター主催の親子教室や、児童センターでの発達相談に参加し、地域のお子さんについての情報
共有を行った。また、法人内の療育施設合同でXにて各施設の活動内容や生活の様子を発信したり、施設見学会や施設
開放を行うなどして利用者の獲得に努めた。

各園にて季節に準じた行事を
実施します。

３園とも、遠足や運動会などの行事をコロナ禍前と同様の形で実施できた。クラス合同での集会において、七夕、節分、ひ
な祭り等の季節を感じる活動を行った。

保護者懇談会等でニーズを聞
き取り、行事や活動内容に生
かします。

保護者懇談会を実施し、直接保護者からのニーズを聴き取り、より風通しの良い施設運営に努めた。先輩保護者のお話会
や近隣保育所との交流保育を実施し、ニーズを反映した活動内容の充実が図れた。

提案内容

２　提案内容の達成状況

達成状況


